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入  札  公  告  

 

次 の と お り 一 般 競 争 入 札 に 付 し ま す 。  

令 和 ８ 年 1 0 月 2 1 日  

国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構   

水 産 技 術 研 究 所 管 理 部 門  

神 栖 拠 点 長 事 務 取 扱  山 本   潤  

◎ 調 達 機 関 番 号  8 0 7  ◎ 所 在 地 番 号  0 8  

1    調 達 内 容  

( 1 )    品 目 分 類 番 号  2 4  

( 2 )    購 入 等 件 名 及 び 数 量  制 御 装 置 搭 載 模 型 船

及 び 自 動 投 網 ・ 揚 網 装 置  一 式  

( 3 )   調 達 案 件 の 仕 様 等  仕 様 書 に よ る 。  

( 4 )    納 入 期 限  令 和 ９ 年 ２ 月 2 6 日  

( 5 )    納 入 場 所  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教

育 機 構  神 栖 庁 舎  

( 6 )    入 札 方 法  落 札 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書

に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 1 0 パ ー セ ン

ト に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に

１ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は そ の 端 数 を 切 り
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捨 て る も の と す る ｡ ） を も っ て 落 札 価 格 と す

る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に

係 る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か

を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 1 1 0 分

の 1 0 0 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ

と 。  

2    競 争 参 加 資 格  

( 1 )    国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 契 約

事 務 取 扱 規 程 （ 平 成 1 3 年 ４ 月 １ 日 付 け 1 3 水

研 第 6 5 号 ） 第 1 2 条 第 １ 項 及 び 第 1 3 条 の 規

定 に 該 当 し な い 者 で あ る こ と 。  

( 2 )    令 和 ７ ・ ８ ・ ９ 年 度 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産

研 究 ・ 教 育 機 構 競 争 参 加 資 格 又 は 全 省 庁 統 一

資 格 の 「 物 品 の 製 造 」 の 業 種 「 精 密 機 器 類 」

又 は 「 そ の 他 」 の 資 格 保 有 者 で あ る こ と 。  

( 3 )    国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 理 事

長 か ら 物 品 の 製 造 契 約 、 物 品 の 販 売 契 約 及 び

役 務 等 契 約 指 名 停 止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停

止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  

た だ し 、 全 省 庁 統 一 資 格 に 格 付 け さ れ て い
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る 者 で あ る 場 合 は 、 国 の 機 関 の 同 様 の 指 名 停

止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る 期

間 中 で な い こ と 。   

( 4 )   暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 7 7 号 ） 第 3 2 条 第 １

項 各 号 に 掲 げ る 者 で な い こ と 。  

3    入 札 書 の 提 出 場 所 等  

( 1 )    入 札 書 の 提 出 場 所 、 契 約 条 項 を 示 す 場 所 、

入 札 説 明 書 の 交 付 場 所 及 び 問 い 合 わ せ 先  

  〒 3 1 4 - 0 4 0 8  茨 城 県 神 栖 市 波 崎 7 6 2 0 － ７  国

立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 水 産 技 術

研 究 所 管 理 部 門 神 栖 拠 点 管 理 チ ー ム  遠 藤  

裕 貴  電 話 0 4 7 9 - 4 4 - 5 9 3 2  F A X  0 4 7 9 - 4 4 - 1 8 7 5  

( 2 )    入 札 説 明 書 の 交 付 方 法  競 争 参 加 希 望 者

は 、 以 下 に よ り 入 札 説 明 書 等 （ 入 札 説 明 書 、

入 札 心 得 書 、 契 約 書 案 、 入 札 書 様 式 、 委 任 状

様 式 等 ） の 交 付 を 受 け る こ と 。  

①  直 接 交 付  

   上 記 3 ( 1 ) の 交 付 場 所 に て 交 付 す る 。  

②  宅 配 便 着 払 い に よ る 交 付  
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任 意 書 式 に 「 制 御 装 置 搭 載 模 型 船 及 び 自

動 投 網 ・ 揚 網 装 置 入 札 説 明 書 宅 配 便 に て 希

望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担 当 者 名 、 住 所 、 電

話 番 号 を 記 載 の う え 、 上 記 3 ( 1 ) あ て Ｆ Ａ Ｘ

送 信 す る こ と 。  

③  メ ー ル に よ る 交 付  

任 意 書 式 に 「 制 御 装 置 搭 載 模 型 船 及 び 自

動 投 網 ・ 揚 網 装 置 入 札 説 明 書 メ ー ル に て 希

望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担 当 者 名 、 メ ー ル ア

ド レ ス 、 電 話 番 号 を 記 載 の う え 、 上 記 3 ( 1 )

あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。   

( 3 )  入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 方 法  仕 様 書 等 に 関 し

質 疑 が あ る 場 合 に は 、 令 和 ８ 年 1 1 月 1 9 日 ま で

に 上 記 3 ( 1 ) あ て に メ ー ル （ ア ド レ ス は 入 札 説 明

書 に 記 載 ） 又 は Ｆ Ａ Ｘ に て 質 疑 を 行 う こ と 。 当

日 ま で の 質 疑 を 取 り ま と め 、 回 答 は 入 札 説 明 書

受 領 者 全 員 に 対 し て 行 う と と も に 当 機 構 の ホ ー

ム ペ ー ジ に て 公 表 す る こ と に よ り 入 札 説 明 会 に

代 え る 。 な お 、 当 該 日 以 降 に 質 疑 が 発 生 し た 場

合 に も 随 時 受 け 付 け 、 同 様 に 対 応 す る 。  
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( 4 )  入 札 、 開 札 の 日 時 及 び 場 所  令 和 ８ 年 1 1 月

3 0 日 1 4 時 0 0 分  茨 城 県 神 栖 市 波 崎 7 6 2 0 － ７         

国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  神 栖

庁 舎  研 究 本 館 １ 階 会 議 室 （ た だ し 、 郵 便 に

よ る 入 札 の 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ る こ と と

し 、 令 和 ８ 年 1 1 月 2 9 日 1 7 時 必 着 の こ と ｡ ）                 

4    そ の 他  

( 1 )    契 約 手 続 き に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨  

日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨 。  

( 2 )    入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  免 除 。  

( 3 )    入 札 の 無 効  本 公 告 に 示 し た 競 争 参 加 資 格

の な い 者 の 提 出 し た 入 札 書 、 競 争 参 加 資 格 確

認 書 類 に 虚 偽 の 記 載 を し た 者 の 提 出 し た 入 札

書 、 入 札 者 に 求 め ら れ る 義 務 を 履 行 し な か っ

た 者 の 提 出 し た 入 札 書 は 無 効 と す る 。  

( 4 )    契 約 書 作 成 の 要 否  要 。  

( 5 )    落 札 者 の 決 定 方 法  本 公 告 に 示 し た 物 品 を

納 入 で き る と 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教

育 機 構 水 産 技 術 研 究 所 管 理 部 門 神 栖 拠 点 長 が

判 断 し た 入 札 者 で あ っ て 、 予 定 価 格 の 制 限 の
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範 囲 内 で 最 低 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を 行 っ

た 入 札 者 を 落 札 者 と す る 。 た だ し 、 落 札 者 と

な る べ き 者 の 入 札 価 格 に よ っ て は 、 そ の 者 に

よ り 当 該 契 約 の 内 容 に 適 合 し た 履 行 が な さ れ

な い お そ れ が あ る と 認 め ら れ る と き 、 又 は そ

の 者 と 契 約 を 締 結 す る こ と が 公 正 な 取 引 の 秩

序 を 乱 す こ と と な る お そ れ が あ る と 認 め ら れ

る 場 合 は 、 予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 の 価 格 を

も っ て 入 札 し た 他 の 者 の う ち 最 低 の 価 格 を も

っ て 入 札 し た 者 を 落 札 者 と す る こ と が あ る 。  

( 6 )    手 続 き に お け る 交 渉 の 有 無  無 。  

( 7 )    競 争 参 加 者 は 、 入 札 の 際 に 国 立 研 究 開 発 法

人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 の 資 格 審 査 結 果 通 知 書

写 し 又 は 全 省 庁 統 一 資 格 の 資 格 審 査 結 果 通 知

書 写 し を 提 出 す る こ と 。  

( 8 )   詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

5    契 約 に 係 る 情 報 の 公 表  「 独 立 行 政 法 人 の 事

務 ・ 事 業 の 見 直 し の 基 本 方 針 」 （ 平 成 2 2 年 1 2

月 ７ 日 閣 議 決 定 ） に 基 づ き 実 施 す る 。 詳 細 は 入

札 説 明 書 に よ る 。  
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6   公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の

提 出 に つ い て  詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

7    S u m m a r y  

( 1 )    O f f i c i a l  i n  c h a r g e  o f  d i s b u r s e m e n t  o f  

t h e  p r o c u r i n g  e n t i t y :  J u n  Y a m a m o t o  D i -

r e c t o r ,  K a m i s u  B r a n c h ， M a n a g e m e n t  D e -

p a r t m e n t ， F i s h e r i e s  T e c h n o l o g y  I n s t i -

t u t e ,  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u -

c a t i o n  A g e n c y  

( 2 )    C l a s s i f i c a t i o n  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e   

p r o c u r e d :  2 4  

( 3 )    N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  

b e  p u r c h a s e d :  M o d e l  s h i p  e q u i p p e d  w i t h  a  

c o n t r o l  d e v i c e  a n d  a u t o m a t i c  n e t  c a u s i n g  

a n d  h a u l i n g  d e v i c e  1 S e t  

( 4 )    D e l i v e r y  p e r i o d :  2 6  F e b r u a r y  2 0 2 7  

( 5 )    D e l i v e r y  p l a c e :  K a m i s u  F i e l d  S t a t i o n ,  

J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  

A g e n c y  

( 6 )    Q u a l i f i c a t i o n  f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  
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t e n d e r i n g  p r o c e d u r e s :  S u p p l i e r s  e l i g i b l e  

f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  p r o p o s e d  t e n d e r  

a r e  t h o s e  w h o  s h a l l :  

①  n o t  c o m e  u n d e r  A r t i c l e  1 2 - 1  a n d  1 3  o f  

t h e  r e g u l a t i o n  c o n c e r n i n g  t h e  c o n t r a c t  

f o r  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u c a -

t i o n  A g e n c y ,  

②  h a v e  G r a d e  A ， B ， C  o r  D  

“ M a n u f a c t u r i n g ”  i n  t e r m s  o f  t h e  q u a l i -

f i c a t i o n  f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t e n d e r s  b y  

J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  

A g e n c y  o r  S i n g l e  q u a l i f i c a t i o n  f o r  e v e r y  

m i n i s t r y  a n d  a g e n c y  i n  t h e  f i s c a l  y e a r s  

2 0 2 5 ,  2 0 2 6  a n d  2 0 2 7 .   

( 7 )    T i m e  l i m i t  f o r  t e n d e r :  1 4 : 0 0 ,  3 0  N o -

v e m b e r  2 0 2 6  

( 8 )    C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  H i r o k i  

E n d o ,  A d m i n i s t r a t i o n  T e a m ,  K a m i s u  

B r a n c h ,  M a n a g e m e n t  D e p a r t m e n t ,  F i s h e r i e s  

T e c h n o l o g y  I n s t i t u t e ,  J a p a n  F i s h e r i e s  
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R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  A g e n c y ， 7 6 2 0 - 7  

H a s a k i ,  K a m i s u  C i t y ,  I b a r a k i ,  3 1 4 - 0 4 0 8  

J a p a n .  T E L  0 4 7 9 - 4 4 - 5 9 3 2  
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制御装置搭載模型船及び自動投網・揚網装置 

 

調 達 仕 様 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 

水産技術研究所 神栖拠点 

 



 2 / 7 

 

第1章 総則 

1. 目的及び用途 

本仕様書は、国立研究開発法人水産研究・教育機構水産技術研究所神栖拠点が調達する、

制御装置搭載模型船及び自動投網・揚網装置（以下、「本装置」という。）について規

定する。 

本装置は、実験水槽の波浪及び潮流がある状況下で超小型制御装置を搭載した模型船を

用いて、まき網模型網の自動投網・揚網実験を行うことを目的とする。 

 

2. 調達数量 １式 

 

3. 納品場所 

茨城県神栖市波崎 7620-7 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 神栖庁舎 

 

4. 検査 

本装置は、国立研究開発法人水産研究・教育機構水産技術研究所神栖拠点の検査職員によ

る検査を受け合格しなければならない。 

 

5. その他 

（1）本装置の搬送・搬入及び操作説明に必要な経費は、受注者で負担すること。 

（2）受注者は、令和９年２月２６日までに納品を完了すること。 

（3）受注者は、製作開始前に製作図を作成し、担当職員の承諾を得てから製作のこと。 

（4）受注者は、各装置の納入後、操作及び試験調整を行うこと。 

（5）受注者は、上記試験調整時に、操作に従事する職員および検査職員に対し十分な取扱

説明を行うこと。なお、試験調整の場所、実施日時については、契約担当者と打ち合

わせの上、施行すること。 

（6）受注者は、納入時に以下の成果物を提出すること。 

①和文で示した各装置の取扱説明書：印刷物 3部及び電子ファイル 1部 

②模型船図面：印刷物 1部及び電子ファイル 1部 

③重量重心計算書：印刷物 1部及び電子ファイル 1部 

④船内制御装置使用マニュアル：印刷物 1部及び電子ファイル 1部 

（7）納入後 1年間は、性能不良などで修理調整が必要になった場合は、無償で迅速に対応

すること。 

（8）当所より貸与した関係図面は、製作後、速やかに返却すること。 

 



 3 / 7 

 

第 2章 構成 

 

1. 本装置の概要 

本装置は、制御装置搭載模型船と自動投網・揚網装置の２つの構成からなる。 

実験水槽において、まき網船による操業を再現するため、自動投網・超小型制御装置

を搭載した模型船と自動投網・揚網装置を組み合わせ、模型網の自動投網・揚網実験を

行うものである。 

 

2. 本装置の構成及び数量 

（1）制御装置搭載模型船 

1-1 模型船        1式 

1-2 船内制御装置     1式 

1-3 ケーブル類      1式 

 

（2）自動投網・揚網装置 

2-1 自動投網・揚網装置  1式 

2-2 模型網        2式 

2-3 ケーブル類      1式 
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第 3章 本装置の仕様 

 

１．制御装置搭載模型船 

１―１ 模型船（１９９ＧＴ型まき網漁船模型） 

(1) 主要目 

模型船の主要目は下記のとおりとする。なお、縮尺（1/25）を優先するが、模型船寸法

は参考値とする。 

模型船寸法については主モータの無理のない配置を優先し、双方協議の上、最終決定す

るものとする。 

 

項目 実船 模型船 

全長（ｍ） 46.0 1.84 

船幅（ｍ） 10.6 0.42 

型深さ（ｍ） 5.57 0.23 

排水量(m3) 約800 約0.1 

縮尺 - 1/25 

 

(2) 製作精度 

船体の製作精度は下記のとおりとする。 

①幅方向：±0.5mm以内、長さ方向：±1.0mm以内。 

②常温 40度以内の環境において、寸法変化は±1.0%／年以内。 

③約 40kgの搭載物及び波浪中試験に対して、変形または漏水を生じない縦強度・

横強度を有すること。 

 

(3) 製作仕様 

下記のとおり製作を行うこと。 

①模型船の材質は FRPとする。 

②船体を一体構造とし、上部構造物として水密区画を再現できること。 

③模型船内部の底面は、当所にて実験を行う際、必要な装置をネジで装着できる材

質とすること。 

④転覆状態でも浸水しない水密構造とすること。 

また、ハッチはＯリングを介して密着させるよう、留め具を設置すること。 

⑤模型船重量は 25㎏以内とすること。 

⑥模型船の塗装は、ヤスリなどにより表面の十分な研磨仕上げを行った後、下塗り、

中塗り及びラッカー仕上げとする。塗装色は、船体外面は黄色系、船体内部は黄

色系以外とすること。 

⑦船体表面の両舷には、SS毎に垂線（上部に SS番号）を表示すること。 

喫水線を船体全周に表示すること。 

船体内部には、SS5の基線を底面及び側面に表示すること。 
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⑧船体中心線を船体内外に表示すること。 

⑨乱流促進スタッドは SS9の垂線上に、上甲板高さから下方に 10mm間隔で高さ 1mm

とて取付すること。 

⑩製作した模型船を置く簡易架台を製作すること。 

架台は、実験状態の模型船（約 80kg）を搭載したままクレーン吊り上げが可能

な構造及び強度を有すること。 

⑪船体付属品及び安全性向上対策改造模型部品 

a.舵軸      ：SUS製。 

b.スターンチューブ：青銅製。ブッシングはテフロンまたは同等品とする。 

c.プロペラ軸   ：SUS 製とし、当所より貸与する関係図面のとおりとする。 

d.シューピース  ：アルミ材混合モデルブロック製。 

e.舵       ：モデルブロック製。単板型とフラップ型の２種類を用意す

ること。単板型は舵軸分離型とすること。 

f.プロペラ    ：別紙１の形状を基に模型用サイズへ縮小して用意するこ

と。 

g.船底キール・ビルジキール 

：アルミ製。ビルジキールはアースが取れるようアルミ無垢

材とし、内部に電気接続端子またはケーブルを用意する

こと。 

h.ハッチ     ：アクリル製。船体側にＯリングによる水密機構付きとする。 

i.操舵機ハッチ  ：アクリル製。 

j.アルミ板    ：ジャイロ、検力計、主モータ、操舵機取付用として船内に

固定すること。 

なお、ジャイロと検力計は排他利用とする。 

k.プロペラ駆動装置：DCモータによるプロペラ駆動装置を船内に用意すること。 

l.舵駆動装置   ：五層ステッピングモータによる舵駆動装置を船内に用意

すること。 

m.重心位置調整機構：ポール型重心位置調整機構を前部デッキに搭載すること。 

n.後部デッキ   ：網置き場の部分に「２.自動投網・揚網装置」が固定でき

るよう平坦構造とし、固定用ナットを用意すること。 

 

１―２ 船内制御装置 

(1) 製作仕様 

下記のとおり製作を行うこと。また、「２.自動投網・揚網装置」を制御する機能を有す

ること。 

1）筐体サイズ：幅 150mm×長さ 250mm×高さ 50mm以内、重量 1.5kg以内 

2）インターフェース：下記の入出力インターフェースを有すること。 

①プロペラ駆動出力×2系統 

②プロペラ回転数入力×2系統 

③舵駆動出力×2系統 
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④スラスタ駆動出力×2系統 

⑤スラスタ回転数入力×2系統 

⑥スタビライザ出力×2系統 

⑦ラジコン信号入力×1系統 

⑧アナログ電圧入力×16ch、24ビット 

⑨ひずみゲージ入力×16ch、24ビット(⑥と⑦は排他利用可能とする) 

⑩ジャイロ信号入力（RS232C）×1系統 

⑪流速計入力（RS232C）×1系統 

⑫既存位置計測装置の入力（RS232C）と ZigBeeを排他利用×1系統 

⑬船内 PC接続用シリアル入出力×1系統 

⑭陸上位置通信用サーバー通信用 ZigBee×1系統 

⑮陸上設定用 PC通信用無線入出力×1系統 

3）ソフトウェア： 

船内制御装置に搭載するソフトウェアは、下記の機能を有すること。また、動作モー

ドの設定・切替を行うための陸上 PC 用ソフトウェアを製作し、当所が用意する PC へ

インストールの上、動作確認を行うこと。 

①ラジコン制御モードの種類 

a）手動モード 

b）オートパイロットモード 

c）タイマー機能付き旋回モード 

d）Zig-Zag試験モード 

e）CSVによるプログラムモード 

f）外部 PC制御モード 

g）目的地航行・避航モード 

h）自動投網・揚網モード 

②ラジコンによる手動モードでは、下記の操作ができること。 

a）舵操作 

b）プロペラ操作 

c）バウスラスタ操作 

d）スタビライザ操作 

e）自動投網・揚網装置操作 

4）データ収録機能： 

2）で出力されるデータ及び実験データは全て 20Hz 以上で船内に収録されるととも

に、結果を陸上設定用 PCにおいて保存ができること。 

 

１―３ ケーブル類 

船内制御装置と各機器（プロペラ駆動装置、舵駆動装置、自動投網・揚網装置）を接続す

るケーブルを用意すること。 
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２．自動投網・揚網装置 

２―１ 自動投網・揚網装置 

(1) 製作仕様 

下記のとおり製作を行うこと。 

①重  量：3kg以内とする（ただし、曳引台車取付治具の重量は含まない。） 

②投網速度：最大 1.5m/sとする。 

③投網方法：実船と投網動作と同様に、投網口から網に過大な抵抗や引掛かりを生

じることなく投網できること。 

④揚網速度：最低 0.1m/sとする。 

⑤揚網方法：揚網後、次回の投網が実施可能な状態まで収納できること。 

⑥制御方法：当所保有の曳引台車上において、並びに「１．制御装置搭載模型船」

に搭載された制御機能により制御可能であること。 

⑦取付場所：別紙２の曳引台車用取付治具及び「１．制御装置搭載模型船」の後部

甲板に取付が可能であること。 

 

２－２ 模型網（アジまき網模型） 

(1) 製作仕様 

下記のとおり製作を行うこと。なお、当所より提供する網図面を基にすること。 

①寸  法：実験棟内での使用を考慮し、以下の範囲内に縮尺すること。 

a）展開時直径：8 m以内 

b）網深さ：3.0 m以内 

c）網目合：7.8㎜～60㎜程 

②材  質：下記の材質から最適なものを採用すること。 

a）網地材質：ナイロン、デニール（d）：110ｄもしくは 210ｄ 

b）糸本数：2～50本程 

c）フロート：シモリナツメ型浮子 3、4、5号等 

d）沈子：鉛ガン玉（0.2、0.3、0.4、0.6g） 

e）沈子チェーン：ニッサ製鉄チェーン（代用クロームメッキ）、 線

形 1.8、2.0、2.5、3.0、3.4、4.4㎜などのチェーンを

水中重量換算して必要重量を沈子方に取り付け 

f）パースリング：手芸用リング 

g）仕立て糸：ナイロントワイン、クレモナトワイン使用 

③耐 久 性：投網・揚網試験を繰り返し実施できる耐久性を有すること。 

 

２－３ ケーブル類 

当所保有の曳引台車上、及び「１．制御装置搭載模型船」から自動投網・揚網装置へ電

源および制御信号を伝送するケーブルをそれぞれ用意すること。なお、模型船内から引

き出すケーブルおよびコネクタについては、船体の水密性能を損なわない構造とする。 


